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『2019 年度の聖句』 

 わたしたちは知っているのです。苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。 

希望はわたしたちを欺くことがありません。  ＜ローマの信徒への手紙 5 章 3～5 節＞ 

 

2019 年度を迎えて       

佐伯地区長 内山豊子（高 8） 

 

 

 広島女学院同窓会 佐伯地区だより 

            （第 33号）2019年 5月 15日発行 

皆様お変わりございませんか。 

昨年は災害の多い年でした。被災された地域には

未だに困難な生活を強いられている方々がおられ

ることと思われます。その方達に思いを寄せて「希

望」をテーマに今年度の年間聖句が選ばれました。 

災害に限らず、核廃絶・世界平和の道のりも未だ遠

く、又私達の日常生活もいつ難題に遭遇するかわか

りません。しかし希望さえ失わなければ乗り越えるこ

とができるのではないでしょうか。 

さて私達佐伯地区のボランテイア活動も２０年近

く続けられていますが、毎回皆さん笑顔で参加くだ

さっています。今年もこの活動を続けてゆきたいと

思います。 

 

｢地区だより｣は昨年から森さんが担当してくださり、 

カラー刷りでいっそう楽しいものになりました。通信欄

にいただいたメッセージでも好評でした。ぜひ最後ま

で目を通してお楽しみください。 

多くの方が同窓会活動に関心を持ち、どんなかたち

ででも活動に参加してくださることを期待しています。 

例えば年一回のクリスマス会や発送作業に参加するこ

と、地区だよりに投稿すること、年会費振り込みのため

郵便局へ足を運ぶことなど…。 

今年も希望を持って歩んでまいりましょう。 

今年度「あやめ会」  

5/15 7/17 9/18 11/21 1/15 3/18 

https://flowerillust.com/html/sakura/sakura0107.html
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サーロー節子氏 

特別講演会をお聴きして 

 

 

 

 

 

 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
ホ
テ
ル
広
島 

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
二
十
二
名
も
の
同
窓
生

を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

賛
美
礼
拝
で
は
聖
書
の
イ
エ
ス
様
降
誕
の

五
か
所
を
選
び
そ
の
一
節
ご
と
に
讃
美
歌

を
五
曲
歌
い
、
皆
さ
ま
の
美
し
い
声
が
響

き
渡
る
善
き
賛
美
礼
拝
と
な
り
ま
し
た
。

あ
や
め
会
に
は
高
八
卒
の
皆
さ
ま
が
八
名

い
ま
す
の
で
、
と
て
も
頼
も
し
い
同
窓
生

と
し
て
大
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
新
た
に
ニ
名
の
高
八
同
窓
生
の
参
加
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
お
一
人
は
ア
メ
リ
カ
・

ジ
ョ-

ジ
ア
州
か
ら
の
ご
参
加
で
し
た
。 

写
真
の
皆
さ
ま
の
お
顔
が
と
て
も
華
や
か

に
輝
い
て
い
ま
す
。 

恵
と
祝
福
の
多
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な
り

ま
し
た
。  

 

2018年 12月 1日 クリスマス会 

 🌸田中朝子（高 15 短大 14） 

2017 年「ノーベル平和賞」受賞、サーロー節

子さん（87 才）おめでとうございます。広島女

学院の宝であり、世界の宝です。 

2018 年 11 月 23 日広島女学院大学の講演会に

参加しました。会場には 1100 人の同窓生が全

国からかけつけました。サーロー節子さんは13

才と 7 か月の時、被ばくされました。その時の

学徒動員作業は暗号メッセージの解読です。 

こんな大切な任務を女学生 13 才に任せるしか

なかったのかと、私の心は痛みました。「一発の

原爆がすべてを奪った、それが私の怒りと行動

の原点だった」とサーローさんは言われ、「皆さ

んは今から核をなくすため何をするか教えて

欲しい。市民一人ひとりが具体的な行動を起こ

すことが大事だ」と訴えられました。 

私にも核廃絶署名運動に積極的に参加するこ

とは出来る、まずこの一歩から始めようと思い

ました。 

2018 年 11 月 23 日にサーロー節子さんの講演会が広島

女学院大学砂本記念講堂で盛大に開催されました。1000

人を超える出席者があり「キリスト教主義女子教育と 

平和・私が受け取ったもの、あなたに託したいもの」と 

いうテーマのもと、大盛況の講演会でした。 

 🌸 内山豊子（高 8） 

私が広島女学院の高校生の頃、日曜ごとに出席し

ていた流川教会に大学生であったサーロー節子さ

んも来ておられた。仲良し三人がいつも一緒に行

動しておられ、私はあこがれの先輩としてまぶし

い思いで眺めていた。しかしその笑顔の奥に原爆

で亡くなった家族や友人達への悲しい思いが秘め

られているのを当時の私は知る由もなかった。大

学卒業後、留学先の米国で反核発言に対して脅迫

状を受けた節子さんは悩んだ末、亡くなった多く

の犠牲者のためにもヒロシマを語り続けることが

生き残った自分の使命であると自覚された。 

結婚後カナダ在住中も機会ある毎に被爆証言を続

けられ、やがてそれは国際的場に於いて核廃絶運

動へとつながり全世界へと発信されていった。 

その集大成ともいえるノーベル平和賞は、私達同

窓生をはじめ広島の人々にどれほどの喜びと勇気

を与えたことか。この度の母校での講演会でサー

ローさんは多くの同窓生に暖かい拍手で迎えられ

た。そのメッセージは力強く私達の胸に熱く響い

た。そしてその思いは確実に若い世代に受け継が

れていくことでしょう。壇上の節子さんはお若い

頃にもましていっそう輝いておられた。 
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和 

歌 

宮
河
利
恵
（
文
英
二
四
） 

 

宮
中
の
歌
会
始
に
詠
進
歌
を
お
送
り
す
る
よ
う
に
な
り

十
余
回
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
和
歌
を
お
題
と
共
に

並
べ
て
み
ま
す
。
選
者
の
方
に
よ
り
ま
す
と
、
選
ぶ
基
準
は

「
は
っ
と
す
る
驚
き
や
感
動
が
あ
る
こ
と
」
「
和
歌
と
は 

恋
愛
の
歌
」
と
の
こ
と
で
す
。
「
静
」
の
歌
は
チ
ェ
コ
の 

作
家
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
が
著
書
「
園
芸
家
十
二
か
月
」

で
引
い
た
英
国
の
こ
と
わ
ざ
「
待
て
ば
バ
ラ
の
花
咲
く
時

も
あ
る
」
を
も
と
に
作
り
ま
し
た
。 

も
と
に
作
り
ま
し
た
。 

突然ですが、十余回にわたり読んで頂きま

したこの和歌の欄、今回でひとまず「了」と 

する事と致しました。皆さまからのお言葉は

励みになり嬉しく思いました。掲載のお世話

になりました役員の皆さまに心より御礼申し

上げます。 

本当にありがとうございました。（宮河利恵） 
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https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1551755001/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaWxsdXN0LWJveC5qcC9zb3phaS84NjU5OS8-/RS=%5EADBIpoDpuKrClAexcsNkzp4k88a4QU-;_ylt=A2Rivbt5lXxcdjcAMQQdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1551755001/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaWxsdXN0LWJveC5qcC9zb3phaS83ODE5NS8-/RS=%5EADBdmB7eplpJ9hdAqtdtej6.Z.bD1o-;_ylt=A2Rivbt5lXxcdjcANwQdOfx7
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2018 年度会計報告 会計・中田チズ（高 20・文英 2） 

                           

 

 

 

 

 

 

   別途 30 万円の定期預金あり        会計監査・山崎みどり（2019 年 3 月 6 日） 

 

 

皆さまの声 …用紙通信欄より(2018 年度)… 
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編集後記 

地区だよりは毎年新年度の 5 月に発行していますが、掲載している内容は前年度の記事となっています。 

昨年度の最大のトピックスは、世界に誇る大先輩のサーロー節子さんが母校で貴重な講演会をなさった 

ことです。私達に何ができるのか問われる機会となりました。新しくなった地区だよりを楽しんで頂いて 

いる声をお聞きし、とても嬉しく励みになっています。心から感謝いたします。（森） 

収入 前年度繰越金 138,964 円 支出 地区だより（印刷・発送） 185,277 円 

 会費 （272 口） 272,000 円  振込手数料・雑費 1,987 円 

 寄付金  19,650 円  献金・寄付  40,000 円 

 定期預金より入金 100,000 円  会議費  10,840 円 

 その他（利息）  6 円  次年度繰越金 292,516 円 

合計  530,620 円 合計  530,620 円 

🌸幹事の皆さま、いつもお世話になり有難うござ 

います。地区だより、ほのぼの愉しく読ませて 

戴いています。（廿日市市・水野瞳） 

🌸お世話になります。2,000 円少額ですが寄付 

いたします。お身体ご自愛下さいませ。 

       （佐伯区・中川敬子） 

🌸お世話になります。会費を払わなければと思いな

がらそのままにしてしまうことがあり会報を読ませ

て頂き申し訳なく思いました。昨年は同期会もあり

先生方とお話しする機会に恵まれました。 

       （廿日市市・神下謡子） 

🌸ご送付をいつもありがとうございます。もう 1 年

が過ぎたと驚くばかりです。私も生き延びて 83 才に

なりました。ヒザ痛と戦いながら杖と椅子を頼りに

まだ「アベマリア（グノー）」などをハモッておりま

すがこの原点は学院での讃美歌のお蔭です。  

（廿日市市・桑田澄子） 

🌸昨春より仕事を辞めて母（89 才）の介護をしてお

ります。母がデイサービスに行っている昼間、女学院

時代の友達と読書会・映画鑑賞・ランチ会など楽しん

でもいます。ルワンダのマリールイズさんや女学院

大学でのサーロー節子さんの講演会に参加し、色々

考えさせられもしました。（佐伯区・木村敬子） 

🌸最近足が不自由になり歩行が困難になってしまい

ました。色々な行事にも参加出来ないと思うと寂し

い限りです。毎日主人と向き合って食事ができる、こ

れだけでも倖せと思います。（廿日市市・石本世紀子）

🌸Home Coming Day2018 の後、学年会に出席致しま

した。沢山の懐かしい方にお会いでき前置き無しで

あの時代に戻れる幸福を味わいました。 

（廿日市市・大曜子） 

🌸新鮮な地区だよりいいですね。以前参加していた

頃よりも多くの方の参加が嬉しい限りです。 

（佐伯区・河野幸子） 

🌸日々感謝と共に老後を「楽しく」をモットーに過

ごしています。     （佐伯区・山本明子） 

🌸手作りの通信嬉しく読ませて頂いています。 

今後共宜しくお願い致します。（佐伯区・新本孝子） 

🌸新しい感覚での佐伯地区だよりを嬉しく拝見いた

しました。       （佐伯区・吉岡澄子）     

🌸美しくリニューアルされた「地区だより」を楽し

く読ませて頂きました。活動に参加された方々の穏

やかな笑顔や紙面にちりばめられたカラフルなカッ

トにも元気を頂きました。ありがとうございます。 

新元号の年が災害に見舞われることなく平穏な日々

でありますように。    （廿日市市・中服郁子） 


